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太田町政太田町政
　  　  スタートスタート

　

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
長

選
挙
が
11
月
６
日
告
示
さ
れ
、

新
人
の
太
田
久
雄
氏
（
62
歳
）

が
初
当
選
し
ま
し
た
。

　

当
選
証
書
付
与
式
は
11
月
12

日
、
仮
庁
舎
（
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
）
で
行
わ
れ
、
小
野
光

一
町
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
太

田
氏
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

27
日
に
初
登
庁
し
た
太
田
町

長
は
、
仮
庁
舎
玄
関
前
で
支
持

者
や
職
員
、
約
４
０
０
人
に
拍

手
で
迎
え
ら
れ
、
町
民
に
向
け

「
町
の
復
興
、
絆
や
思
い
や
り
、

活
力
な
ど
を
テ
ー
マ
に
町
政
に

臨
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

登
庁
後
行
わ
れ
た
就
任
式
で

は
、
職
員
を
前
に
「
合
併
せ
ず

に
町
を
守
っ
て
い
く
。
町
民
主

役
の
町
政
を
目
指
し
、
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
相
手
を
思
う
気

持
ち
を
持
っ
て
職
務
に
励
ん

で
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。 

　

太
田
町
長
の
任
期
は
、
平
成

24
年
11
月
27
日
か
ら
平
成
28
年

11
月
26
日
ま
で
の
４
年
間
と
な

り
ま
す
。　

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ

国
見
町
長　

太
田

国
見
町
長　

太
田  
久
雄
久
雄

　

こ
の
た
び
、
国
見
町
長
選
挙

に
お
い
て
、
無
投
票
で
の
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
数
多
く
の
町
民
の

皆
様
方
か
ら
の
絶
大
な
る
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
皆
様
方
か
ら
の
ご

厚
情
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、「
魅
力
あ
る
国
見
町
の
創

造
」
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な

く
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
「
震

災
の
復
興
・
絆
の
再
構
築
」
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

　

ま
ず
、
第
１
は
今
回
の
「
東

日
本
大
震
災
の
早
急
な
復
旧
・

復
興
」
の
た
め
、
県
北
流
域
下

水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
問

題
の
解
決
や
除
染
の
実
施
、
放

射
線
に
関
す
る
健
康
管
理
調
査

な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
２
に
、
震
災
と
の
関
連
で

今
回
の
大
震
災
の
徹
底
し
た
検

証
や
安
全
安
心
の
理
念
の
普
及

啓
発
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
３
は
、
農
業
・
商
業
・
工

業
の
振
興
や
、
町
民
が
集
え
る

農
商
工
一
体
と
な
っ
た
「
交
流

の
場
」
の
設
置
や
農
業
の
６
次

化
の
推
進
な
ど
「
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

第
４
は
、
子
供
の
遊
び
場
の

設
置
や
介
護
施
設
の
適
正
な
運

用
、
藤
田
病
院
等
の
医
療
体
制

の
充
実
強
化
な
ど
「
思
い
や
り

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
５
は
、
町
民
の
皆
様
と
の

強
固
な
連
携
や「
町
民
相
談
室
」

の
設
置
、
国
、
県
、
市
町
村
、

関
係
機
関
へ
の
提
言
、
連
携
な

ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
「
国
見

町
を
合
併
し
な
い
町
と
し
て
維

持
発
展
」
さ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
各
種
課
題
の
解
決
・

実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
み
ん
な

で
、「
オ
ー
ル
国
見
」
で
「
魅

力
あ
る
国
見
町
の
創
造
」
の
た

め
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
町
民
の
皆
様
方
の
絶
大
な

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
支
え
が

あ
っ
て
初
め
て
実
現
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
方
の
町
政
に

対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
し
、
ま
た
、
皆
様

方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。　

▲小野選挙管理委員長から当選証
書を受ける太田町長

▲初登庁で職員から花束を受ける
太田町長

▲初登庁で大勢の支持者を前にあ
いさつをする太田町長

オ
ー
ル
国
見
で

オ
ー
ル
国
見
で

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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消
防
協
会
伊
達
支
部
に
よ
る

防
火
パ
レ
ー
ド
が
11
月
９
日
、

伊
達
市
、
国
見
町
、
桑
折
町
を

巡
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
火
パ
レ
ー
ド
は
、
毎
年

１
１
９
番
の
日
に
ち
な
み
11
月

９
日
に
行
わ
れ
、
各
市
町
消
防

団
及
び
伊
達
地
方
消
防
組
合
消

防
本
部
の
消
防
車
両
が
隊
列
を

組
み
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

本
町
消
防
団
か
ら
は
吉
田
春

夫
団
長
、
鈴
木
耕
治
副
団
長
ら

が
参
加
し
、
火
の
用
心
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

防
火
パ
レ
ー
ド

防
火
パ
レ
ー
ド

放
水
中
継
訓
練

放
水
中
継
訓
練

〜
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
〜

〜
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
〜

消
す
ま
で
は

消
す
ま
で
は

　

出
な
い
行
か
な
い

　

出
な
い
行
か
な
い

　
　
　
　
　

離
れ
な
い

　
　
　
　
　

離
れ
な
い

全
国
統
一
防
火
標
語

　

国
見
町
消
防
団
で
は
11
月
18

日
、
大
木
戸
地
区
に
お
い
て
大

規
模
火
災
を
想
定
し
た
放
水
中

継
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
伊
達
地
方
消
防

組
合
消
防
本
部
中
央
消
防
署
西

分
署
員
ら
の
指
導
に
よ
り
、
新

溜
池
か
ら
ポ
ン
プ
を
中
継
し
、

旧
大
木
戸
小
学
校
に
放
水
し
ま

し
た
。

古
里
へ
の
思
い
を
背
負
い
力
走

第
24
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

11.18　白河⇒福島　16区間　96.5km

　

第
24
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
11
月
18

日
、
白
河
市
を
ス
タ
ー
ト
し
福

島
県
庁
を
目
指
す
16
区
間
96
・

５
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
チ
ー
ム
は
参
加
51
市

町
村
中
、
総
合
第
44
位
、
町
の

部
で
は
第
24
位
の
成
績
で
し

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
沿
道

か
ら
多
く
の
声
援
を
受
け
、
古

里
へ
の
思
い
を
背
負
い
力
走
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
16
区
間
の
う
ち
８

区
間
を
中
学
生
が
走
っ
た
ほ

か
、
各
区
と
も
町
の
代
表
と
し

て
懸
命
な
走
り
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
、
町
民
に
勇
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。　

　これまでご支援いただいた皆
様のおかげで 20 年連続出場する
ことができました。大会当日、白
河や須賀川などの走る区間まで
駆けつけてくださった方の応援
は大きな励みになりました。本
当にありがとうございました。
　中高校生の皆さんにも、継続
して取り組み連続出場し、国見
町チームの大きな原動力となっ
てもらいたいと思います。

▲開会式で表彰を受ける佐藤選手

佐
藤
温
史
選
手

　

 

（
国
見
町
役
場
）

2020
年
連
続
出
場
で
表
彰

年
連
続
出
場
で
表
彰

井
砂
善
榮
氏
が
当
選

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

議
員
辞
職
に
伴
う
国
見
町
議

会
議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員
１
）
が

11
月
11
日
行
わ
れ
、
新
人
の
井

砂
善
榮
氏
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

　

井
砂
氏
の
任
期
は
、
残
任
期
間

の
平
成
27
年
６
月
18
日
ま
で
で
す
。

 井
いさご　よしえい

砂善榮氏
≪66・大枝 ( 北部 ) ≫

▲職員から花束を受ける（左から）
佐藤町長、須田副町長、武田教育長

▲退任のあいさつをする（左から）
佐藤町長、須田副町長、武田教育長

▲職員や支持者から見送りを受ける
佐藤町長、須田副町長、武田教育長

　

国
見
町
長
に
な
っ
て
２
期
８
年

間
を
務
め
、
去
る
11
月
26
日
を
も
っ

て
退
任
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
年
前
は
、
町
村
合
併
が
争
点
で

町
長
選
挙
に
立
ち
、「
当
面
自
立
の

国
見
町
」
を
掲
げ
て
町
民
皆
さ
ん
の

支
持
を
得
て
町
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
年
前
選
挙
の
１
ヶ
月
前
頃
に
、

当
時
の
冨
永
町
長
さ
ん
と
２
人
で

話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
国

見
町
は
合
併
し
な
く
て
も
や
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
う
私
の
問
い
か
け
に

冨
永
町
長
さ
ん
は
、
合
併
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
理
由
を
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
昭
和
の
合
併
以

来
の
懸
案
で
あ
る
組
合
立
大
枝
小

学
校
が
合
併
で
解
決
す
る
こ
と
、

二
つ
目
は
、
公
立
藤
田
病
院
が
改

築
さ
れ
た
こ
と
と
診
療
報
酬
引
き

下
げ
で
経
営
が
行
き
詰
っ
て
お
り
、

も
し
、
合
併
し
な
い
で
病
院
が
倒

産
す
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
国

見
町
だ
け
で
は
背
負
い
き
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
課
題
は
、
組
合
立

大
枝
小
学
校
問
題
は
今
年
４
月
の

統
合
国
見
小
学
校
に
よ
り
解
決
し

ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
公
立
藤
田

病
院
の
経
営
問
題
も
、
平
成
23
年

度
の
単
年
度
決
算
で
10
年
ぶ
り
の

約
２
億
８
千
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
、
倒
産
す
る
心
配
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
私
が
町

長
に
な
っ
た
大
き
な
二
つ
の
課
題

は
、
ほ
ぼ
解
決
し
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
町
単
独
で
進
め

て
き
た
子
育
て
支
援
と
子
育
て
環

境
も
、
子
供
の
医
療
費
無
料
化
は

こ
の
秋
か
ら
18
歳
ま
で
県
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
し
、
子
育
て
環
境
も
、
来
年
４

月
か
ら
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
の
施
設
で
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

二
期
目
の
町
長
選
挙
で
は
、｢

こ

れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
政
治･

経

済
・
自
然
現
象
が
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
よ
う
な
激
動
の
時

代
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
話
し

て
お
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通

り
に
な
り
、
政
権
交
代
が
あ
り
、

ま
た
今
月
に
は
総
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
経
済
も
激
動
中
で
あ
り

ま
す
。

　

自
然
現
象
も
昨
年
の
３
・
11
の

大
震
災
、
そ
し
て
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
能
問
題
が
い
ま
だ
に
収
束

の
目
途
も
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
具
体
的
に

予
測
し
た
わ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
防
災
訓
練
の
実
施
や

防
災
行
政
無
線
の
設
置
な
ど
は
県

北
地
方
で
は
先
駆
的
な
取
り
組
み

で
あ
り
ま
し
た
。

　

庁
舎
の
改
築
復
旧
に
つ
い
て
は

国
か
ら
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
補
助
の

見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
が
、
県
北

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
問
題
を
は

じ
め
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

問
題
の
解
決
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
課
題
や
問
題
は
残
っ

て
お
り
ま
す
が
、
私
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
は
基
本
的
に
果
た
し
た
と

自
分
な
り
に
納
得
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
私
に
と
っ
て
は
勲
章
を

も
ら
う
よ
り
も
、
う
れ
し
い
光
栄
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
警
察
と

連
携
し
て
の
交
通
安
全
運
動
で
す
が
、

国
見
町
に
お
い
て
は
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
三
千
日
を
こ
の
９
月
に
達
成
し

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
私
が
町
長
に

な
っ
て
２
期
８
年
間
の
間
に
交
通
事

故
で
な
く
な
っ
た
方
が
一
人
も
い
な

い
と
い
う
大
変
誉
れ
な
町
長
と
し
て

任
期
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
四
千
日
、
五
千
日
と
続
く
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
任
期
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
一
に
も
二
に
も

町
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
町
長

　
　

佐  

藤  　

力

　

任
期
満
了
を
迎
え
た
佐
藤
力

町
長
、
退
任
す
る
須
田
善
治
副

町
長
、
武
田
正
昭
教
育
長
の
退

任
式
が
11
月
26
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
職
員

や
支
持
者
ら
が
３
人
の
苦
労
を

称
え
見
送
り
ま
し
た
。

武田正昭前教育長 須田善治前副町長

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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平
成
24
年
度
国
見
町
表
彰
式

は
11
月
15
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
表
彰
は
、
昭
和
42
年
以

来
、
町
の
発
展
と
町
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
、
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
方
々
を
永
く
顕
彰

す
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
見
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

表
彰
審
査
会
に
お
い
て
審
議
い

た
だ
い
た
結
果
、
今
年
は
７
名

の
個
人
の
方
と
１
団
体
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

東
日
本
大
震
災
以
降
支
援
い
た

だ
い
た
１
名
の
方
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〜
晴
れ
の
受
賞
者
〜

〜
晴
れ
の
受
賞
者
〜

特
別
功
労
表
彰

　

特
別
功
労
表
彰
は
、
町
の
振

興
に
特
別
な
功
労
が
あ
っ
た
方

や
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方

が
引
き
続
き
そ
の
職
に
あ
り
、

功
績
が
顕
著
で
あ
る
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

斎
藤　

洋
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

―
社
会
福
祉
―

　

昭
和
61
年
に
民
生
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
25
年
の

永
き
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。
ま
た
、
平
成
18
年

４
月
よ
り
、
国
見
町
民
生
児
童

委
員
協
議
会
の
副
会
長
と
し
て

会
の
運
営
に
携
わ
り
、
高
齢
者

や
児
童
の
見
守
り
活
動
、
後
進

の
指
導
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

平成 24年度平成 24年度

表 彰式表彰式

村
上　

正
勝
さ
ん

　
　
　
　
　
　

―
農
業
振
興
―

　

平
成
11
年
７
月
か
ら
現
在
ま
で

13
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
、
う
ち
平
成
17

年
７
月
か
ら
７
年
間
は
農
業
委
員

会
長
職
務
代
理
者
と
し
て
、
本
町

の
農
業
振
興
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
農
業
委
員
会
活
動
の
充

実
強
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
上　

キ
ミ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

―
交
通
安
全
―

　

平
成
10
年
か
ら
現
在
ま
で
15

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
交
通
対

策
協
議
会
委
員
と
し
て
交
通
安

全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
森
江
野
地
区
交
通

安
全
母
の
会
会
長
と
し
て
、
地

域
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
幼

児
交
通
安
全
教
室
を
継
続
的
に

開
催
す
る
な
ど
啓
蒙
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

―
社
会
福
祉
―

　

平
成
９
年
12
月
に
保
護
司
に

委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
15

年
の
永
き
に
わ
た
り
犯
罪
者
の

更
生
及
び
保
護
観
察
に
貢
献
さ

れ
、
犯
罪
や
非
行
防
止
の
啓
発

活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
な
ど
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
の
た
め
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
。平
成
23
年
か
ら
は
、

伊
達
地
区
保
護
司
会
国
見
支
部

長
と
し
て
更
生
保
護
制
度
の
啓

発
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

功

労

表

彰

　

功
労
表
彰
は
、
町
政
の
発
展

向
上
な
ど
に
寄
与
し
、
功
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
方
や
多
額
の
金

品
な
ど
を
町
に
寄
附
し
た
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

善

行

表

彰

　

善
行
表
彰
は
、
人
命
救
助
を

し
た
方
や
奉
仕
活
動
な
ど
模
範

と
な
る
活
動
、
町
に
多
額
の
寄

附
を
し
た
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

岡
田　

セ
イ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

―
寄
附
―

　

本
町
の
文
化
振
興
の
た
め
、

葛
西
利
行
画
伯
（
二
科
展
入
選
５

回
、
日
本
美
術
家
連
盟
会
員
）
の

作
品
で
あ
る
油
絵
「
北
海
道
の
高

原
風
景
」（
１
０
０
号
）
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。（
最
終
面
に
掲
載
）

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

―
寄
附
―

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
本
町
の
復

旧
・
復
興
の
た
め
、
復
興
応
援

金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

栄

誉

顕

彰

内
池　

和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

―
文
学
―

　

第
65
回
福
島
県
文
学
賞　

詩

部
門
で
「
漂
流
す
る
秋
」
正
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

※
福
島
県
文
学
賞
は
、
本
県
文

学
の
振
興
を
目
的
に
昭
和
23
年

に
創
設
さ
れ
、
県
民
の
作
品
発

表
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
（
福
島
県
と
福
島
民
報
社
が

主
催
）。
内
池
氏
は
、
平
成
９

年
に
は
福
島
県
文
学
賞
奨
励
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

感

謝

状

佐
野　

英
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

―
寄
附
―

　

本
町
の
復
興
・
復
旧
の
た
め
、

昨
年
の
震
災
以
降
自
ら
営
む
事

業
の
売
上
げ
の
一
部
を
継
続
的

に
町
及
び
国
見
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。 ▲受賞者を代表して謝辞を述べる

斎藤洋子さん
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町
で
は
、
平
成
25
年
４
月
の

く
に
み
幼
稚
園
開
園
に
向
け

て
、
旧
森
江
野
小
学
校
校
舎
を

幼
稚
園
園
舎
と
す
る
た
め
改
修

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
は

進
捗
率
73
％
（
11
月
末
現
在
）

で
、
２
月
末
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆
請
負
業
者　

㈱
渡
辺
建
設

◆
問
い
合
わ
せ　

幼
児
教
育
課

☎
５
８
５
―
２
１
１
９

園
舎
改
修
工
事
の
進
捗

園
舎
改
修
工
事
の
進
捗

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

植込ポーチ

平成 25年 4月

くにみ幼稚園くにみ幼稚園
　開園に向けて　開園に向けて

園庭

駐車場

体育館

既存建物（改修）

【くにみ幼稚園配置図】

エントランス広場

園庭

体育館

駐車場

園舎

【全体配置図】

 保育室
（預かり）

 保育室
（預かり）

遊戯室

 プレールーム
　（預かり）

事務室ＷＣ
 保育室
 （5歳）

 保育室
 （5歳）

 保育室
 （4歳）

 保育室
 （4歳）

 保育室
 （3歳）

 保育室
 （3歳）  保育室

 （3歳）

   ＷＣ
（4.5 歳）

  ＷＣ
（3歳）

ＷＣ
（職員）

洗濯室
園長室

倉庫

書庫

保健室
昇降口

職員室
消火ポ
ンプ室

配膳室

玄関
玄関

テラス

通路

【園舎１階平面図】

　

阿
津
賀
志
山
防
塁
の
国
史
跡

へ
の
追
加
指
定
、
さ
ら
に
復
元

整
備
を
目
指
し
て
、
町
教
育
委

員
会
が
継
続
し
て
調
査
を
し
て

い
る
第
12
次
発
掘
調
査
は
、
10

月
15
日
よ
り
鉄
道
高
速
道
間
地

区(

石
母
田
字
国
見
山
中
地
内)

・

国
道
４
号
北
側
地
区
で
行
わ
れ
、

11
月
17
日
に
は
現
地
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、

県
内
外
か
ら
66
名
が
参
加
し
、

調
査
担
当
職
員
が
調
査
成
果
の

解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
内
・
中
・

外
土
塁(

土
を
盛
っ
て
土
塁
の

山
を
築
い
た)

そ
れ
ぞ
れ
の
積

土
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
堀
跡
を
掘
り
下
げ

る
と
、
岩
盤(

凝
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩)

を

く
り
抜
い
た
逆
台
形
状
の
堀

(

箱は
こ
や
げ
ん
ぼ
り

薬
研
堀)

が
検
出
さ
れ
、

当
時
の
様
子
を
復
元
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
内
堀
の
規
模

は
、
掘
り
込
ま
れ
た
範
囲
で
幅

７
・
５
ｍ
、
深
さ
２
・
２
ｍ
。
堀

を
挟
む
中
・
内
土
塁
の
頂
上
部

か
ら
測
る
と
、
幅
11
・
７
ｍ
、

深
さ
３
・
６
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。

　

堀
が
出
来
る
前
の
旧
地
形
は

浅
い
谷
地
形
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
岩
盤
を
こ
れ
ほ

ど
掘
り
込
ん
だ
防
御
施
設
は
全

国
的
に
も
稀
で
す
。
同
様
の
工

法
は
、
少
な
く
と
も
現
在
の
国

道
４
号
付
近
ま
で
の
約
３
０
０

ｍ
の
範
囲
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

阿
津
賀
志
山
防
塁
は
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
堀
が
１

本
の
箇
所
と
２
本
の
箇
所
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
然
の
地
形
を
利
用
し
た
場
所

や
、
今
回
の
岩
盤
を
掘
り
込
む

工
法
を
と
る
場
所
な
ど
地
区
に

よ
り
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
調
査
中
に

行
わ
れ
た
発
掘
調
査
指
導
委
員

岩
盤
く
り
抜
く
堀
を
確
認

岩
盤
く
り
抜
く
堀
を
確
認

国
史
跡
「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」
第
12
次
発
掘
調
査

会
で
は
、
入
間
田
宣
夫
委
員
長

(

東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授)

よ
り
「
複
数
の
集
団
に
よ
り
工

事
を
分
担
す
る
『
割わ

り
ぶ
し
ん

普
請
』
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
う
け
ま

し
た
。

　

今
後
も
調
査
を
続
け
、
防
塁

の
全
容
を
解
明
し
て
い
き
ま
す
。

阿津賀志山防塁とは
　文治 5年（1189）の源頼朝による奥州合戦に備え、奥州藤原氏により築かれた全長 3.2km
の長大な要塞施設です。同年 8月の戦いでは主戦場となり、奥州合戦で最大規模の激戦地と
なりました。当時、両軍合わせ十数万の軍勢が対峙したと推定されます。

▲現地説明会の様子（中央の落ち込みが内堀）

内 

堀
外 

堀
中中 

土 

塁

内内 

土 

塁

外 

土 

塁 

？幅 7.5 ｍ幅 11.7 ｍ

阿津賀志山防塁の断面図
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 投票所は… 投票所は…

12 月 16 日（日）は12 月 16 日（日）は
衆議院議員総選挙衆議院議員総選挙 の投票日ですの投票日です
自分の意思を政治に反映させるチャンスです。
明るい未来のためにもみんなで投票しましょう！

投票は…投票は…
①小選挙区（候補者名）①小選挙区（候補者名）
②比例代表（政党名）②比例代表（政党名）
③国民審査（やめさせたいと思う人の欄に×印）③国民審査（やめさせたいと思う人の欄に×印）
の３種類の投票をします。

◆問い合わせ　国見町選挙管理委員会事務局　☎５８５－２１１１

①投票日に投票する方
　→入場券記載の投票所へ
　投票時間：午前 7時から午後 6時
②投票日に都合のつかない方
　→観月台文化センターで期日前投票をしてください。
　※最高裁判所裁判官国民審査は、12 月 9日（日）から行うことができます。
　　（12 ／ 5～ 8の間は国民審査の投票ができません。）

藤田 　観月台文化センター大研修室
小坂 　小坂農村総合管理センター
森江野 　森江野町民センター
大木戸 　大木戸ふれあいセンター
大枝 国見東部高齢者等活性化センター

　各地区の投票所各地区の投票所

 入場券について 入場券について  期日前投票 期日前投票

 不在者投票 不在者投票

 郵便転送サービスのお知らせ 郵便転送サービスのお知らせ

●入場券は 12 月 4 日（公示日）に郵便で発
　送します。
●有権者であることが確認できれば、入場券
　がお手元に届かない場合でも、期日前投票
　ができます。
●紛失された場合でも、投票所で係員に申出
　いただければ投票できます。

●旅行や出張等で長期間、町外に滞在しており、期日前投票も困難な場合は、滞在先市町村の不
　在者投票所において、不在者投票を行うことができます。
●入院や老人ホーム等の施設に入所している方は、病院や施設において、不在者投票を行うこと
　ができます。
●身体に重度の障害があり、身体障害者手帳や戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の基準に当ては
　まる方、介護保険の被保険者証に「要介護５」と記載されている方は、「郵便投票証明書」の交
　付を受けて自宅で投票することができます。
　※いずれの場合も、投票用紙の送付等に時間を要しますので、不在者投票の請求や問い合わせ
　は早めにお願いいたします。

　郵便局に転居届を出すことによって、国見町の住所宛に送付された郵便物が、現在の避難先に
転送されます。転送期間は、1年間となりますので、既に転居届を済ませている方は、転送期間
を確認のうえ、期間に空白ができないよう再度転居届をしてください。

●期間　12 月 5日（水）～ 12 月 15 日（土）
　　　　午前 8時 30 分～午後 8時まで
●場所　国見町観月台文化センター
　　　　1階　ホール棟ロビー

　東日本大震災をはじめこれまで
の大きな災害において、自力で避
難できない人々を助けてくれたの
は、隣近所の人々という報告もあ
るんだって。
　いざという時に頼りになるのは、
地域の人々の助け合いなんだね。

いざという時にそなえていざという時にそなえて
災害時要援護者避難支援プラン災害時要援護者避難支援プラン

　町では、災害が発生した際に、高齢者や障がいのある
方など（要援護者）が地域の助けあいによって安全に避
難できるようにするための避難支援プランづくりに取り
組みます。
　この避難支援プランは、要援護者の情報（住所氏名、
緊急連絡先、かかりつけ医療機関など）を事前に町に登
録し、その登録情報を自主防災組織、民生児童委員、消
防団などの地域の避難支援団体と共有し、日頃から要援
護者を見守り、災害発生時に迅速かつ適切に避難させる
ことができるようにするものです。

●避難支援プランづくりのスケジュール
【ステップ１】災害時要援護者情報を登録
　　12 月中旬ごろに該当する方に登録申請書を送りますので、調査項目を記入の上、町に返送し
　てください。また、この際に登録情報について支援団体と共有することの同意について確認し
　ます。

【ステップ２】登録情報の詳細事項調査
　　登録情報について、支援団体と情報共有することに同意した方については、2月から 3月に
　かけて民生児童委員が訪問し、要援護者の詳しい状況を聞き取りします。

【ステップ３】避難支援プランの作成
　　平成 25 年 4月以降、登録情報をもとに、自主防災組織、民生児童委員、消防団など支援する
　立場の人が要援護者と一緒に一人ひとりの避難支援プランを作成します。避難を必要とする時、
　実際にどのようにして避難させるか、誰がその役割を担うかなど、話し合いによりその人に最
　も良いと思われる手段や方法を決め、地域の中でその情報を共有していきます。

●災害時要援護者とは
　・在宅で生活する方で次の要件に該当する方
　①介護保険で要介護区分３～５の方
　②身体障がい者　身体障害者手帳１級～３級の方
　③知的障がい者　療育手帳Ａ・Ｂ所持の方
　④精神障がい者　精神障害者保健福祉手帳１級所持の方
　⑤ 75 歳以上の一人暮らしの方
　⑥ 80 歳以上の高齢者のみの世帯の方　
　⑦その他、支援が必要と認められる方

◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎５８５－２７９３

を作成しますを作成します

●個人情報の取扱い
　　申請書に記入いただいた個人情報については、町及び
　避難支援団体のみで適正に管理し、要援護者の避難及び
　支援以外の目的には絶対に使用しません。

くにみももたん
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み
ん
な
で
語
ろ
う

み
ん
な
で
語
ろ
う

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

!!

　

１
月
18
日
か
ら
26
日
に
か
け

て
、町
内
５
地
区
に
お
い
て「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き

「
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
国
見
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
の
開
催
日
時
・
場
所

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

企
画
情
報
課　

企
画
情
報
係　

☎
５
８
５
―
２
９
２
７

地　区 日　時 場　所

大　枝 　1月１８日（金）
　　午後 1時 30 分～ 　国見東部高齢者等活性化センター

小　坂 　1月１８日（金）
　　午後 7時 00 分～ 　小坂農村総合管理センター

森江野 　1月１9日（土）
　　午後 1時 30 分～ 　森江野町民センター

藤　田 　1月 20 日（日）
　　午後 1時 30 分～ 　観月台文化センター　第一和室

大木戸 　1月 26 日（土）
　　午後 6時 30 分～ 　大木戸ふれあいセンター

●懇談会の開催日時・場所●

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

　
「
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
」

■点灯式
　【日時】　平成 24 年 12 月 23 日（日）16 時 45 分より
　　　　　　17時00分の花火を合図に点灯します。（上野台運動公園から花火を50発打ち上げます）
　【場所】　今年の点灯式は役場跡地駐車場で行います。
　※ 16 時 30 分から先着 100 名に豚汁・おにぎりを振舞います。
■点灯期間
　平成 24 年 12 月 23 日（日）～平成 25 年 1月 4日（金） （13 日間）
■点灯時間
　午後 5時～午後 10 時
　※ 12 月 31 日大晦日は午後 5時～元日午前 6時まで
■主催　　　　　　　　　　　　　　　　　
　阿津賀志山ビックツリー実行委員会
■問い合わせ
　実行委員会事務局（国見町企画情報課）　☎５８５－２９２７

　国見町の冬の風物詩となりました “阿津賀
志山ビックツリー事業 ” は今回で 20 回目を
迎えます。
　実行委員会では、本年も町の補助を受け「国
見町まちづくり推進協議会助成事業」として
下記のとおり実施します。

国見町の冬の風物詩となりました “阿津賀

　また、今年はビックツリー事業 20 周年の記念すべき節目の年であり、町の中心となって
いた役場庁舎を震災で失ったことで、少しでも町全体を元気づける意味合いを込め、役場庁
舎跡地に LED電飾のツリーも同時に点灯します。
　みなさん、ぜひお立ち寄りください。

　年末年始のごみの収集日程は次のとおりです。
◇年末…12 月 28 日（金）まで
◇年始…1月 4日（金）から
◇ 1月の粗大ごみ…9日（水）と 23 日（水）
【伊達地方衛生処理組合清掃センターへ直接搬入する場合】
≪受付日≫
◇年末…12 月 30 日（日）まで
◇年始…1月 4日（金）から
◇受付時間…8：30 ～ 11：30　　13：00 ～ 16：00
　　　　　　（12 月 30 日は 15：00 まで）
◆問い合わせ　住民生活課住民防災係　☎５８５－２１１６

年末年始ごみ収集日程年末年始ごみ収集日程

年末年始水道工事当番店年末年始水道工事当番店
　年末年始の水道修繕工事当番店は、次のとおりです。

月日 指定店名 電話番号
12／ 29（土）根本建設（株） ５８５－１１５３
12／ 30（日）（有）高城工業 ５２９－２２２２
12／ 31（月）（有）後藤設備 ５８５－３１０３
1／   1（火）（有）斎久設備 ５８５－２３１０
1／   2（水）国見ガス住宅設備（株）５８５－２１３７
1／   3（木）根本建設（株） ５８５－１１５３

除雪作業除雪作業
協力のお願い協力のお願い

　町では例年、冬期間の通勤・通学、生活道路の
確保のため、町内土木業者の協力により、降雪量
の多い時には早朝より除雪作業を実施しています。
　幹線道路を優先しつつ、町内全域にわたり町民
の皆様の足の確保に努めています。

―効率的な除雪のため――効率的な除雪のため―

●路上駐車は、除雪作業の妨げとなります。緊急
　時にも支障となりますので、路上駐車は絶対に
　しないようご協力ください。
●除雪作業で家庭の出入り口などに寄せられた雪
　は、それぞれ片付けくださるようお願いいたし
　ます。多くの皆さんが通行する幹線道路を優先
　させ、末端部まで除雪できないこともあります
　ので、ご理解とご協力をお願いいたします。
◆問い合わせ　建設課管理係　☎ 585-2972

  

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に

無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
し
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
奨
学
資
金

に
は
、
在
学
中
に
貸
付
け
る
修

学
資
金
と
入
学
時
に
貸
付
け
る

入
学
支
度
資
金
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。

◆
修
学
資
金

▼
貸
付
額(

月
額)

◇
高
校　

１
万
円
以
内　

◇
高
専　

１
万
５
千
円
以
内　

◇
大
学　

２
万
円
以
内

▼
貸
付
期
間　

平
成
25
年
４
月

か
ら
最
短
修
学
期
間

▼
返
還
方
法　

卒
業
後
６
か
月

後
か
ら
10
年
以
内
。
無
利
子

◆
入
学
支
度
資
金

▼
貸
付
額　

◇
高
校　

15
万
円
以
内

◇
大
学　

25
万
円
以
内

▼
貸
付
方
法　

平
成
25
年
４
月

に
入
学
支
度
資
金
と
し
て
一
括

貸
付

▼
返
還
方
法　
平
成
25
年
４
月
か

ら
修
学
期
間
内
に
返
還
。
無
利
子

町
の
町
の
奨
学
生

奨
学
生
募
集
募
集

◆
募
集
人
員　

ど
ち
ら
の
資
金

も
若
干
名

◆
申
込
受
付
期
間　

平
成
25
年

１
月
４
日（
金
）か
ら
11
日（
金
）

ま
で（
た
だ
し
、土
、日
を
除
く
）

◆
申
込
先　

学
校
教
育
課
（
高

校
と
高
専
へ
の
進
学
予
定
者

は
、
中
学
校
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）

◆
そ
の
他　

申
込
書
は
学
校
教

育
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
５
８
５
―
２
８
９
２　

　県内の 110 番は、地元の警察署ではなく、
すべて福島県警察本部内にある通信指令室
につながる事件・事故専用の緊急電話です。
　110 番の通報要領は、まず何があったか。
さらにその場所を教えてください。住所が
分からない場合は、「コンビニ、会社等の
建物名」を教えてください。あとは警察官
が順を追ってお尋ねしますので、落ち着い
て答えてください。
【携帯電話による110番通報時のお願い】
○現場を離れずに通報を
　～現場がわからなくなります
○運転中は必ず停止して通報を
　～通話が途切れるおそれがあります
○しばらくの間は電源を切らないで
　～聞き返す場合があります

110 番は県民と警察を結ぶ絆！110 番は県民と警察を結ぶ絆！

警察では、1 月 10 日を「110 番の日」に
指定しています
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　日本赤十字福島県支部では、復興支援事業とし
て映画上映会とライブを開催いたします。それぞ
れ 450 名様を無料ご招待いたします。
【1月 13 日（日）映画上映会「あなたへ」開会 13 時】
監督：降旗康男　出演：高倉健　田中裕子　他
【1月 14 日（月・祝）支援ライブ「梵天（ぼんてん）」開会 14 時】
　1999 年に結成された和太鼓プロ集団。メンバー
は男女 7名。彩り豊かで自由な舞台表現は、各方
面より注目されている。
◆会場　福島テルサＦＴホール
　　　　（福島市上町 4番 25 号）
◆招待者数 450 名
  （応募方法：ハガキ又はファックスで必要事項記 
　載の上お申し込みください。）
①「映画上映会希望」または「支援ライブ希望」
※どちらもご希望の場合は、別々にお申し込みく
ださい。
②郵便番号・住所　　　③氏名（フリガナ）
④年齢　　　　　　　　⑤電話番号
⑥希望人数（1名または 2名）
◆応募締切　12 月 24 日（月）　※消印有効
◆入場券の発送　12 月 28 日に当選ハガキ（入場
券兼用）を発送します。応募多数の場合は抽選に
なります。
落選通知は致しませんのでご了承ください。
◆申込・問合わせ　日本赤十字社福島県支部
　〒 960-1197　福島市永井川字北原田 17　
　☎５４５－７９９６　FAX ５４５－７９２３

日本赤十字福島県支部では 復興支援事業とし

赤十字復興支援イベントのお知らせ赤十字復興支援イベントのお知らせ

放送局：ふくしまＦＭ　81.8MHz
番組では、皆さんからの情報をお待ちしています。
◆問い合わせ　産業振興課　☎５８５－２９８６

　

町
で
は
水
道
事
業
の
経
営
に

関
し
審
議
す
る
た
め
、
平
成
22

年
８
月
23
日
か
ら
２
年
間
を
任

期
と
し
て
委
員
を
委
嘱
し
、
国

見
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会

（
以
下
、「
審
議
会
」
と
い
う
。）

を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
が

満
了
し
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て

委
員
を
委
嘱
し
、
町
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
幅
広
く
取
り

入
れ
る
た
め
に
、
審
議
会
委
員

の
一
部
に
つ
い
て
下
記
の
と
お

り
公
募
い
た
し
ま
す
。

　

若
い
世
代
や
女
性
を
は
じ

め
、
様
々
な
方
々
か
ら
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
審
議
会
の
概
要
】

▼
所
掌
事
務
等　

町
長
の
諮
問

に
応
じ
、
町
水
道
事
業
の
経
営

及
び
使
用
料
金
に
関
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
審
議
す
る
。

▼
委
員
の
構
成　

①
公
募
に
よ
る
者
（
水
道
使
用

者
）﹇
５
名
以
内
﹈

②
識
見
を
有
す
る
者
﹇
２
名
以

内
﹈

③
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

る
者
﹇
３
名
以
内
﹈

▼
任
期　

任
命
の
日
よ
り
２
年

間▼
開
催
回
数　

年
２
〜
３
回
程

度
（
１
回
の
審
議
時
間
は
２
時

間
程
度
）

▼
報
酬　

審
議
会
に
出
席
し
た

場
合
に
日
額
６
，
５
０
０
円
を

支
給

【
応
募
要
領
】

▼
公
募
定
員　

５
名
以
内

▼
応
募
資
格　

次
の
①
か
ら
③

ま
で
の
い
ず
れ
の
要
件
に
も
該

当
す
る
方　

① 

水
道
事
業
給
水
区
域
に
在

住
す
る
20
歳
以
上
（
平
成
24
年

12
月
１
日
現
在
）
の
方　

②
町
水
道
事
業
の
経
営
に
関
心

が
あ
る
方　

③
年
２
〜
３
回
程
度
平
日
に
開

催
さ
れ
る
委
員
会
に
出
席
で
き

る
方
。
た
だ
し
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
の
議
員
、
町
所
管

の
附
属
機
関
・
附
属
機
関
に
準

じ
た
機
関
の
委
員
、
お
よ
び
公

務
員
は
除
く

▼
応
募
方
法　

次
の
書
類
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

《
必
要
書
類
》

①
応
募
申
込
書
（
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

国
見
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員

国
見
町
水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員
公
募
の
お
知
ら
せ

公
募
の
お
知
ら
せ

《
提
出
方
法
》

①
持
参
の
場
合　

直
接
役
場
仮

庁
舎
上
下
水
道
課
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

②
郵
送
の
場
合　

封
筒
余
白
に

「
審
議
会
委
員
公
募
」
と
朱
書

き
し
て
下
さ
い
。

③
メ
ー
ル
の
場
合　

申
込
書

は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
様
式

（M
S-W
ord

形
式
）に
入
力
し
、

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
下
さ
い
。

▼
公
募
期
間　

平
成
24
年
12
月

３
日(

月)

よ
り
平
成
24
年
12

月
27
日(

木)

午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
平
成
24
年
12
月

27
日
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。

▼
選
考
方
法　

応
募
申
込
書
に

よ
る
書
類
選
考

▼
選
考
結
果　

平
成
25
年
１
月

中
に
郵
送
に
よ
り
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。 

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ 

〒
９
６
９
―
１
７
９
２

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
15

国
見
町
役
場
仮
庁
舎
上
下
水
道

課
水
道
係

☎
５
８
５
―
２
９
９
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
８
５
―
２
１
８
１

E
-M
ail　

su
id
o@
tow

n
.

kunim
i.fukushim

a.jp

　

福
島
県
で
は
、
災
害
救
助
法

の
支
援
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

県
内
自
主
避
難
者
の
借
上
げ
住

宅
支
援
を
次
の
と
お
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、

平
成
24
年
11
月
１
日
ま
で
に
自

主
避
難
し
た
世
帯
の
う
ち
、
子

ど
も
又
は
妊
婦
の
い
る
世
帯
と

し
ま
す
。

▼
対
象
住
宅

　

借
上
げ
住
宅
の
特
例
措
置
同

様
、家
賃
等
が
６
万
円
以
下（
５

人
以
上
の
世
帯
は
９
万
円
以

下
）
か
つ
耐
震
性
を
有
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
貸
主
や
貸
主

代
理
の
方
が
、
県
の
借
上
げ
住

宅
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承

し
た
も
の
で
す
。

▼
入
居
期
間

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

▼
受
付
期
間

　

平
成
24
年
11
月
15
日
か
ら
平

成
24
年
12
月
28
日
ま
で

※
た
だ
し
、
県
外
へ
自
主
避
難

し
た
子
ど
も
又
は
妊
婦
の
い
る

世
帯
が
、
県
内
へ
戻
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
当
面
の
間
受
付
を

行
い
ま
す
。

▼
受
付
窓
口

　

避
難
元
（
従
前
の
居
住
地
）

の
市
町
村
に
申
し
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
家
賃
負
担

　

支
援
開
始
日
以
降
の
家
賃
に

つ
い
て
県
が
負
担
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

市
町
村
を
越
え
て
避
難
し
た

場
合
で
、
放
射
線
量
の
高
い
場
所

か
ら
低
い
場
所
へ
の
転
居
を
対

象
と
し
ま
す
。（
同
一
市
町
村
に

自
主
避
難
し
た
場
合
は
対
象
外
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
管
理
係

　

☎
５
８
５
―
２
９
７
２

県
内
自
主
避
難
者
へ
の

借
上
げ
住
宅
支
援
に
つ
い
て

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

毎
年
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て

い
る
工
業
統
計
調
査
を
、
今
年
も

12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所

数
や
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷

額
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
地

域
経
済
に
お
け
る
製
造
活
動
の

状
況
を
明
ら
か
に
し
、
製
造
企

業
の
育
成
な
ど
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

調
査
の
方
法
は
、
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
12

月
中
旬
以
降
調
査
票
の
記
入
な

ど
の
お
願
い
に
訪
問
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
記
入
い

た
だ
い
た
内
容
は
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

企
画
情
報
課

☎
５
８
５
―
２
９
６
７
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まちのわだいまちのわだい

統計調査にご尽力
渡邊  等さんが県統計協会名誉会長表彰

　県統計功労者表彰式が 11 月 8 日、福島市のサンパ
レス福島で開かれ、町統計調査員の渡邊  等さん（宮東）
が福島県統計協会名誉会長表彰を受賞しました。
　統計功労者表彰は、長年にわたって統計業務に携わっ
てきた方を表彰するもので、渡邊さんは各種統計調査
活動により、統計の普及発展に貢献した功績が認めら
れての受賞です。
　受賞した渡邊さんは、国勢調査をはじめとして、住宅・
土地統計調査などの各種統計調査により町政の発展に
ご尽力されました。

生前の功績を称えて
故 赤坂浅吉さんに死亡叙勲伝達

　元町議会議員の故・赤坂浅吉さん（内谷西：今年 7
月に 83 歳で死去）に対する死亡叙勲伝達式が 10 月 31
日、赤坂さんの自宅で行われました。
　伝達式では、赤坂さんの生前の功績を称え、福島県
県北地方振興局の阿部敏明次長から長男の正弘さん（写
真右）に勲記と勲章（旭日単光章）が伝達されました。
　赤坂さんは、昭和 54 年 4 月から平成 11 年 4 月まで
5期 20 年の永きにわたり町議会議員を務め、国見町の
生活基盤の整備、保健衛生の充実、教育・福祉の向上
に多大な貢献をされました。

×

復興への願いを込めて
石原詢子さんコンサートで応援

　著名人が被災地を応援し、その魅力を再発見する「き
らり！えん旅」の番組で国見町を訪れた歌手の石原詢
子さんのコンサートが11月 16日、観月台文化センター
で開かれました。
　石原さんは、リンゴ農家訪問、仮設住宅入居者との陶
芸体験、新たな国見町の産品「国見バーガー」を試食す
るなど多くの町民とふれ合い、出会った人たちへの感謝
と復興への願いを込めてステージに立ちました。
　コンサートでは、多くの来場者を魅了する歌声を披露
し、復興へ向かう町民の方々に自信と元気を届けました。
　この模様は、12 月 20 日（木）午後 7 時 30 分から
NHK BS プレミアム「きらり！えん旅」で放送予定です。

公園等の水栓交換、清掃を実施
伊達地区管工事協同組合青年部

　伊達地区菅工事組合青年部は 11 月 4日、国見町内の
公園等 8か所の水栓金具 ( 蛇口 12 個・水飲み水栓 4個 )
の無償交換及び、公園内の清掃活動を実施しました。
　この活動は青年部設立当時から奉仕活動として伊達地
区内の小学校、公園等の水栓金具の無償交換を行ってお
り、今年は国見町内の公園等の水栓交換を行いました。
　青年部のみなさんは「お子様からお年寄りまで是非
きれいになった公園の蛇口を安心して使ってください。
何か水道に関するお困り事がありましたら地元の水道
工事店までご連絡ください」と話してくださいました。

町民福祉の向上のために
特別養護老人ホーム「国見の里」地鎮祭

　社会福祉法人厚
こうじかい

慈会が小坂南地内に建設を予定して
いる特別養護老人ホーム「国見の里」の地鎮祭が 11 月
17 日行われました。
　「国見の里」は介護保険の要介護認定を受けた方が入
所する施設で定員 90 名を予定し、また、短期入所やデ
イサービスセンターも併設される予定です。現在、敷
地の造成工事が進められており、年内に建物を着工、
来年 4月以降の開所を予定しています。
　町では、介護保険施設の基盤整備と特別養護老人ホー
ムの入所待機者の解消、町民福祉の向上のために、「国
見の里」整備事業の支援をしていくこととしています。

秋の実りを楽しむ
ＪＡまつり開催

　恒例のＪＡまつりが 11 月 10 日、11 日の 2日間、Ｊ
Ａ伊達みらい国見共選場で開催され、多くの人々でに
ぎわいました。
　会場には、農産物品評会に出品された農産物の展示
販売や地元産の農産物を販売するコーナーなどのほか、
大道芸人のマジックショーや保育園児による踊りなど
数多くのステージイベントが繰り広げられ、会場を訪
れた人々は、農産物を買い求めながら、秋のひととき
を楽しんでいました。

デビュー作を町へ寄贈
当町出身の作家　高

たかま　ひこまる

天彦丸さん

　国見町出身で作家の高
たかま　ひこまる

天彦丸さん（本名：高橋正彦さん）
より、今年 9月に発行したデビュー作「湯治場　桃源亭」
を町へ寄贈していただきました。
　高天さんは、現在、山梨県で執筆活動をしており、
今回のデビュー作は、「我々の命運を、未来を、君に託
す！」というキャッチフレーズのとおり、タイムトラ
ベラーとなった三十路男が高度管理社会の救世主にな
るというストーリーの痛快冒険ＳＦ活劇です。みなさ
んもぜひ読んでみませんか（文芸社より定価 1,800 円
で販売中）。高天さんは、次作も発行予定とのことで、
今から発行が楽しみです。

保存会結成 30周年を祝う
内谷春日神社太々神楽保存会

　内谷春日神社太々神楽保存会結成 30 周年記念式典が
11 月 23 日、内谷春日神社で開かれました。
　明治 15 年初奉納以来、130 年の歴史と伝統を誇る国
見町無形文化財内谷春日神社太々神楽は、昭和 57 年の
保存会結成以来、30 年という節目の年を迎えたことから、
保存会結成 30 周年を祝いました。
　式典には、地区の氏子ら約 80 人が出席し、結成 30
年の歩みを振り返りました。また、神楽の奉納も行われ、
演目 26 座のうち「神招きの舞」や「二人太刀の舞」な
ど 5座を奉納し、迫力ある伝統の舞に観衆から大きな
拍手が沸いていました。　

高天さんのデビュー作
「湯治場　桃源亭」
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　国見小学校では 10 月下旬～ 11 月上旬、各学年ご
とに持久走大会を開きました。
　応援に駆けつけた保護者の声援を受け、みんな必
死にゴール目指して全力で走りました。レースの後
半には、苦しそうな表情をみせる児童も見られまし
たが、全員最後まで走り抜くことができました。

最後まで走り抜きま
した

最後まで走り抜きま
した

 国見小で路持久走
大会

 国見小で路持久走
大会

　藤田幼稚園では 11 月 22 日、火災を想定した避難
訓練を行いました。園児たちは突然の火災発生の放送
に驚いた様子を見せながらも、先生の指示に従いハン
カチを口に当て、みんなでそろって避難しました。
　園児たちからは「本当の火事のようだった」など
の感想が聞かれ、みんな真剣に訓練に取り組み、万
が一の事態に備えていました。

万が一の事態に備え
て

万が一の事態に備え
て

 藤田幼稚園で避難
訓練

 藤田幼稚園で避難
訓練

感謝の気持ちを込めて感謝の気持ちを込めて

 藤田幼稚園で　　 藤田幼稚園で　　
勤労感謝のプレゼント 勤労感謝のプレゼント 

　藤田幼稚園では 11 月 22 日、勤労感謝の日を前に
日頃お世話になっているお巡りさんやパン屋さんな
どへ感謝の気持ちを込めてプレゼントを贈りました。
　子どもたちは、丁寧に自分たちで作ったプレゼント
などを「いつもお仕事してくださってありがとうございま
す」と大きな声で手渡し、感謝の気持ちを伝えました。

まちのわだいまちのわだい

中体連新人戦県大会出場
大会出場者へ奨励金を交付

×

小坂の新そばを堪能
小坂まちづくりの会「そばまつり」

　小坂まちづくりの会（小坂和也会長）が地域おこし
を目的に毎年行っている「第 7回そばまつり」が 11 月
25 日、小坂農村総合管理センターで開かれました。
　会員らが小坂地区で収穫されたそば粉を使った手打
ちそばを約 500 食提供し、訪れた多くの来場者が小坂
の新そばの味を堪能しました。
　会場では、フリーアナウンサーの荒川守氏らがボラ
ンティアで小坂の民話「万蔵と馬」など昔話 6話の朗
読を聞かせたほか、大太鼓の披露、国見よさこいの踊
りなどで会場を沸かせ、終日賑わいを見せていました。

全日本卓球選手権大会出場
小池龍

たつなり

成さん

　11 月 16 日～ 18 日に埼玉県で開かれた平成 24 年度
全日本卓球選手権大会カデットの部に、国見小学校 6
年の小池龍成さんが出場しました。
　出場にあたり、国見町青少年育成町民会議は 10 月
29 日、奨励金を贈りました。
　小池さんは「全国でベスト 8以上に入りランクをと
れるように頑張って来ます」と抱負を語り、大会での
活躍を誓いました。
　

　国見町青少年育成町民会議は 11 月 5日、福島県中学
校新人大会に出場する県北中学校の生徒（個人 12 名、
団体 2組）に奨励金を贈りました。
　選手の皆さんは「優勝目指して力を発揮して頑張っ
てきます」など抱負を語り、大会での活躍を誓いました。
　県大会出場者は、次のとおりです。【敬称略】
【ソフトテニス】《男子》 団体 、 個人ﾀﾞﾌﾞﾙｽ　寺島一輝・
稲村瑛仁、佐藤竜介・鈴木将虎　《女子》 団体 、 個人ﾀﾞ
ﾌﾞﾙｽ　岡田結愛・佐藤未来、 五十嵐真結・菊地真由
【柔道】《男子》個人体重別　神田尚紀、木﨑良太
　　　  《女子》個人体重別　國分陽生
【剣道】《女子》個人　佐藤里穂

×

県高校新人ソフトテニス大会出場
岡田稚

わかば

葉さん

　11 月 3 日～ 5日に福島市で開かれた平成 24 年度県
高校新人体育大会ソフトテニス競技に、保原高校 1年
の岡田稚葉さんが出場しました。
　国見町青少年育成町民会議は、大会に出場した岡田
さんに奨励金を贈りました。
　岡田さんは「今回の大会ではベストをつくすことが
できなかたので、どんな相手でも自分のプレーができ
るよう一生懸命練習して、来年の高体連でベストをつ
くして県の上位に入れるようにしたいです」と今後の
抱負を話してくれました。

　第 27 回国見町ソフトボールスポーツ少年団駅伝
競走大会が 11 月 18 日、19 チームの参加により国
見小学校を発着とする 8区間、10 ｋｍのコースで開
催されました。国見町分の入賞は次のとおりです。
【入賞】　  第 4 位　国見Ａ
【区間賞】第 2区　村上茉桜（国見Ａ）　

晩秋の国見路を力走晩秋の国見路を力走

 スポ少駅伝 スポ少駅伝

　藤田保育所では 11 月 15
日、七五三のお祝いにちな
んでカレーパーティーを開
きました。
　子どもたちは、真剣な表
情で野菜を切ったりして自
分達でカレーを作り、でき
たカレーをみんなでおいし
くいただきました。

　藤
日、
んで

おいしくいただきま
した

おいしくいただきま
した

 藤田保育所カレー
パーティー

 藤田保育所カレー
パーティー

1 年生の持久走大会の様子
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Ｑ．ノロウイル
スによる胃腸炎
はどのようなも
のですか？

Ｑ．予防方法
は？

＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊
対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者 2月 6日（水） 　午前 10 時～

　　　　　午前 11 時 30 分
子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585 - 2374）に電話でお申し込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

・3か月児（平成 24 年 10 月生まれ）
・9か月児（平成 24 年   4 月生まれ） 2月 28 日（木） 　午後 1時 15 分～

　　　　　　午後 1時 45 分
観月台文化センター

第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊　3 歳 児 健 診　＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

平成 21年 6月 21 日～
平成 21 年 9月 30 日生まれの幼児 2月 14 日（木） 　午後 1時 15 分～

　　　　　　午後 1時 45 分
小坂農村総合管理

センター

【健診内容】　
☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。
☆心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
☆健診該当者には後日健診票を郵送します。
《持参するもの》
☆母子健康手帳を忘れずに ! 

　町では食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、
各保育所の子ども達を対象に食育教室を開催しています。
11 月は藤田保育所で実施いたしました。

【11/6　藤田保育所　ぞう組】
《テーマ》食事のマナーについて知ろう

【11/13　藤田保育所　きりん組】
《テーマ》おやつについて考えよう（紙芝居）

【11/6 藤藤田保育所

食育食育
だより

保健福祉課　保健係　☎ 585--2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

ノロウイルスノロウイルスによるによる
　感染性胃腸炎　感染性胃腸炎にに
　　注意しましょう　　注意しましょう

　感染性胃腸炎は冬場に流行する代表的な感染症で
す。特にノロウイルスを原因とする場合、学校や社会
福祉施設など集団生活の場で大規模な流行となること
もあり、ピークを迎える冬場には注意が必要です。
　予防の基本は、「手洗い」と調理の際には、食材を十
分加熱（中心部の温度は85℃で1分以上）することです。
　また、感染の疑いがあるときは、早めにかかり
つけ医療機関などで受診しましょう。

Ａ ・食事・調理前、帰宅、トイレ、おむつ交換後などは、必ず石けんで手洗いしましょう。
　・カキなどの二枚貝は十分に加熱してから食べましょう。（食品の中心温度が 85℃　
　　以上で１分間以上の加熱を行えば感染性はなくなるとされています。）
　・まな板、包丁、ふきんなどは、家庭用漂白剤で消毒するか熱湯消毒しましょう。
　・ふん便や嘔吐物、汚物が付着したタオルや衣類等は必ずビニール手袋を用いて処
　　理しましょう。
　　（汚物が飛び散る恐れがある場合は、さらにマスクを着用しましょう。）

詳しくは、厚生労働省ＨＰ「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」をご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

Ａ　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、　
　特に冬季に流行します。ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感染し、　
　ヒトの腸管で増殖し、嘔吐、下痢、腹痛などを起こします。健康な方は軽症で回復
　しますが、子どもやお年寄りなどでは重症化したり、吐ぶつを誤って気道に詰まら
　せて死亡することがあります。
　　ノロウイルスについてはワクチンがなく、また、治療は輸液などの対症療法に限
　られます。周りの方々と一緒に、次の予防対策を徹底しましょう。
　○患者のふん便や吐ぶつには大量のウイルスが排出されるので、
　（１）食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗いましょう。
　（２）下痢や嘔吐等の症状がある方は、食品を直接取り扱う作業をしないようにしま
　　　しょう。
　（３）胃腸炎患者に接する方は、患者のふん便や吐ぶつを適切に処理し、感染を広げ
　　　ないようにしましょう。
　○特に、子どもやお年寄りなど抵抗力の弱い方は、加熱が必要な食品は中心部まで
　　しっかり加熱して食べましょう。また、調理器具等は使用後に洗浄、殺菌しましょう。
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放
送
大
学  

４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年

度
第
１
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
る
ほ
か
、
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

▼
出
願
期
間　

２
月
28
日
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ 

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
―
９
２
１
―
７
４
７
１

家
屋
を
取
り
壊
し
た

ら
「
滅
失
届
」
を
！

　　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
土
地
や
建
物
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
特
に

家
屋
を
取
り
壊
し
た
際
に
は
、

「
家
屋
滅
失
届
」
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
（
法
務
局
で
取

り
壊
し
の
登
記
（
滅
失
登
記
）

が
完
了
し
て
い
る
場
合
を
除
き

ま
す
）。
届
け
が
無
い
場
合
に

は
、
確
認
が
で
き
ず
、
翌
年
度

も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
願
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
場
合

も
含
め
、
平
成
24
年
中
に
家
屋

を
取
り
壊
し
た
際
に
は
、
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
年
内
中
の
届

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
課
税
係

☎
５
８
５
―
２
７
７
９

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
で

お
困
り
の
方
へ

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震

災
で
住
宅
に
損
害
を
受
け
た
方

の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た

め
、
住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
に
対

す
る
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

　

被
災
程
度
や
債
務
残
高
等
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
県
建
築
指
導
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
建
築
指
導
課　

☎
５
２
１
―
８
１
８
４

原
子
力
災
害
に
係
る
不
動

産
取
得
税
の
軽
減
制
度

　　

避
難
区
域
等
の
見
直
し
に
よ

り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

に
指
定
さ
れ
た
区
域
に
家
屋
と

そ
の
敷
地
等
を
お
持
ち
の
方

が
、
県
内
に
そ
れ
ら
に
代
わ
る

家
屋
と
そ
の
敷
地
等
を
新
た
に

取
得
し
た
場
合
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
区
域
内

の
家
屋
等
と
同
じ
面
積
ま
で
の

不
動
産
取
得
税
の
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
帰
宅
困
難
区
域
等
に
つ

い
て
も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
５
２
３
―
４
６
９
９

「
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
」
の
被
災
地

の
予
約
申
込
を
受
付
中

　

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
は
、
エ
コ
住
宅
の
新
築
、

エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合

に
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
、
被

災
地
の
産
品
、
製
品
等
と
交
換

で
き
る
制
度
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請
の
約
１

か
月
前
ま
で
に
予
約
申
込
を
し

て
く
だ
さ
い
。
平
成
24
年
10
月

末
ま
で
に
着
手
し
た
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
申
請
期
限
は
平
成

25
年
１
月
末
ま
で
。
早
め
に
予

約
申
込
・
ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請

を
し
て
被
災
地
商
品
等
と
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
被
災
地
と
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る

た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る

法
律
」に
お
け
る「
特
定
被
災
区
域
」と
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

☎
０
５
７
０
―
２
０
０
―
１
２
１（
有
料
）

くらしのくらしの
情　報情　報

農業委員会　総会の日程
　
　農業委員会の総会では、農地の貸借や売買、転用、農
業行政への建議等を審議します。
　総会は公開です。傍聴を希望される方は、開会時間ま
でにおいでください。　
　　・日時   12 月 20 日（木）　午後 1時 30 分
　　・日時      1 月 21 日（月）　午後 1時 30 分
　　・場所　観月台文化センター　大研修室
　　◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890 

　
今月の今月の
町県民税（第 4期）
国民健康保険税（第 6期）
後期高齢者医療保険料（第 5期）
介護保険料（第 6期）
 納期限は…

     12 月 25 日（火）です。

納　税

募　

集

募　

集

戸 籍 の 窓 口
10月 21 日～ 11 月 20 日受付分

●誕生おめでとう●

　菊地　翔
しょう
ちゃん（第 10）

　　　洋一さん　典子さん

　
●おくやみ申し上げます●

　菊地　光二さん　81（第 12）

　松浦　貞吉さん　85（宮東）

　佐藤　勉三さん　88（山崎耕谷）

　髙橋　謙一さん　80（板橋南）

　星野　榮さん　　88（光明寺）

　菊地　ミヨさん　90（石母田原）

　秦　　和夫さん　84（本町）

　
　掲載を希望されない方は、届出の
際にお申し出ください。

　

【心配ごと相談】
 ・開催日及び相談員
   10 日（木）宍戸　加代さん
   　　            山崎　岩雄さん
   24 日（木）佐藤ユキ子さん
   　　　　　  八巻　栄子さん
 ・場所　観月台文化センター
 　　　　第 2和室
 ・時間　午前 9時～正午

１
月
の
相
談
会

【障がい者相談】
 

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定

雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
害
者

を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

（
障
害
者
雇
用
率
制
度
）。

　

こ
の
法
定
雇
用
率
が
、
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
以
下
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。
事
業
主
の

皆
様
は
、
ご
注
意
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
民
間
企
業

　
　

１
・
８
％ 

↓ 

２
・
０
％

▼
国
、
地
方
公
共
団
体
等

　
　

２
・
１
％ 

↓ 

２
・
３
％

▼
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

　
　

２
・
０
％ 

↓ 

２
・
２
％

◆
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島　

求
人
・

企
画
部
門　

雇
用
指
導

☎
５
３
４
―
４
１
２
１

住
居
・
生
活
支
援
窓
口

の
ご
案
内

　

福
島
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
活
動
中
で
離

職
に
よ
る
住
居
喪
失
等
で
お
困
り
の

方
、
雇
用
保
険
失
業
給
付
を
受
け
ら

れ
ず
生
活
に
お
困
り
の
方
に
対
し
て

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間　

平
日（
月
〜
金
曜
日
）

10
時
30
分
〜
19
時
00
分

▼
場
所　

福
島
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
福
島
市
曽

根
田
Ｍ
Ａ
Ｘ
福
島
５
階
）

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
５
２
９
―
６
６
２
６

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
来
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付

さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
も
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
の
「
控
除

証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た

は
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所

（
☎
５
３
５
―
０
１
４
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　　平成 24 年 10 月 31 日現在
　　　人口　　10,106 人（△ 17）
　　　男　　　  4,865 人（△ 9）
　　　女　　  　5,241 人（△ 8）
　　　世帯　  　3,337 世帯（ 0）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。   

人口と世帯

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

【控除証明書専用ダイヤル】
◆ナビダイヤル０５７０－０７０－１１７
（IP 電話、PHS 電話からは０３－６７００－１１３０）
◆受付
平成 24 年 11 月 1日～平成 25 年 3月 15 日
・月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５
　※月曜日 ( 月曜が休日の場合は火曜 ) は
　　午後７：００まで受付
・第 2土曜日　９：３０～１６：００
　※祝日、12 月 29 日～ 1 月 3 日は、利用
　　できません

 ・開催日　15日（火）

 ・場所　観月台文化センター

 　　　   保健指導室

 ・時間　午前 10時～午後 4時

 ・相談事業受託者

    　ＮＰＯ法人 「ひびきの会」
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行事のお知らせ行事のお知らせ
≪ 12 月≫
11日 (火 )子ども移動図書館（国見小2年生）
13日 (木 )子ども移動図書館（国見小1年生）
16 日 ( 日 ) 家庭の日
21 日 ( 金 ) 成人学級「全体学習」
22 日 ( 土 ) 子ども和楽器体験教室⑦
26日 (水 )少年仲間づくり教室「書初め教室」
27 日 ( 木 ) 国見っ子わんぱく広場
29 日 ( 土 ) ～ 31 日 ( 月 ) 休館日

≪ 1月≫
  1 日 ( 火 ) ～ 3 日 ( 木 ) 休館日
  7 日 ( 月 ) 休館日
12 日 ( 土 ) 子ども和楽器体験教室⑧
13 日 ( 日 ) 国見町成人式
15日 (火 )子ども移動図書館（国見小3年生）
17日 (木 )子ども移動図書館（国見小2年生）
18 日 ( 金 ) 成人学級「1年の反省・懇親会」
19 日 ( 土 ) 国見っ子わんぱく広場

　

11
月
23
日
「
第
13
回
国
見
町
青

少
年
健
全
育
成
推
進
町
民
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
町
民
会
議
表
彰
の

後
、
来
賓
で
あ
る
県
北
地
方
振

興
局
長
様
、
福
島
北
警
察
署
長

様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
家
庭
の
日
」
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
の
優
秀
作
文
を
３
名

の
児
童
が
発
表
し
、
次
に
県
北

中
学
校
生
徒
会
の
「
全
国
赤
十

字
大
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
発
表
」
の
映
像
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
木

戸
地
区
推
進
協
議
会
長
に
よ
る

大
会
宣
言
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま
」
理

事
の
中
鉢
博
之
氏
よ
り
『
青
少

年
に
地
域
社
会
が
で
き
る
こ

明
日
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
を
！

12
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
う

〜
町
内
一
周
駅
伝
大
会
〜

　

今
年
で
第
41
回
を
迎
え
た
国

見
町
文
化
祭
は
、
国
見
町
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
（
佐
藤
治
男

会
長
）
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
10
月
７
日
の
ダ
ン
ス

　

12
月
１
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
町
内
の
園
児
と
小
学

生
約
１
０
０
名
が
集
ま
り
、
一

足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
全
員
が
レ
ク
ゲ
ー
ム

で
交
流
し
、
そ
の
後
「
人
形
劇

サ
ー
ク
ル
エ
プ
ロ
ン
」「
読
み

聞
か
せ
み
み
ず
く
」
の
公
演
を

観
た
り
国
見
民
話
の
会
の
皆
さ

ん
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作

り
、
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

指
導
員
と
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作

り
、
長
縄
と
び
な
ど
を
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
・
６
年
生
は
杉
崎
一
江

先
生
を
講
師
に
ケ
ー
キ
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、参
加
者
全
員
に
「
く

に
み
女
性
教
室
生
」
手
作
り
の

ケ
ー
キ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
、
初
冬
の
国
見
路

８
区
間
19
・
０
㎞
を
駆
け
巡
る

国
見
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
36
回
目
を

迎
え
た
今
大
会
は
、
各
地
区
と

愛
好
会
な
ど
か
ら
計
12
チ
ー
ム

が
出
場
し
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
序
盤
か
ら
好
位

置
に
つ
け
た
大
枝
チ
ー
ム
が
最

終
区
で
神
明
チ
ー
ム
の
タ
イ
ム

差
を
逆
転
し
て
３
位
入
賞
を
果

た
し
、
小
坂
Ｂ
チ
ー
ム
も
後
半

に
上
位
入
賞
に
迫
る
追
い
上
げ

を
み
せ
る
な
ど
、
白
熱
し
た

レ
ー
ス
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
出
場
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。

勢いよく上野台運動公園をスタートする出場チーム

と
』
と
題
し
、
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の

重
要
性
を
再
認
識
す
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
家
庭
の
日
」
作
品
の
う
ち
、

絵
画
の
最
優
秀
・
優
秀
作
品
は
来
年
の
11

月
ま
で
青
少
年
会
館
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

第
41
回
国
見
町
文
化
祭

〜
く
に
み
の
復
興
元
年
を

飾
る
芸
術
文
化
の
祭
典
〜

パ
ー
テ
ィ
ー
を
皮
切
り
に
、
音

楽
芸
能
発
表
会
が
10
月
28
日
、

総
合
展
示
会
が
11
月
３
〜
４
日

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
同

様
、
会
場
を
体
育
館
に
移
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
約

１
０
０
人
が
参
加
、
音
楽
芸
能

発
表
会
に
は
16
団
体
が
出
演
し
、

歌
や
踊
り
な
ど
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
存
分
に
披

露
し
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

総
合
展
示
会
で
は
、
文
化
団

体
連
絡
協
議
会
加
盟
の
13
団
体

の
ほ
か
、
個
人
作
品
、
児
童
、

生
徒
た
ち
の
作
品
な
ど
力
作
が

並
び
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
団

体
に
よ
る
企
画
展
の
ほ
か
、
内

谷
太
々
神
楽
、
人
形
劇
・
読
み

く
に
み
も
も
た
ん
も
参
加
！

こ
ど
も
ま
つ
り

表
彰
者
（
敬
称
略
）

◆
国
見
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
表
彰 

◇
青
少
年
団
体

国 

見 

よ 

さ 

こ 

い
、
県
北
中
学
校
生
徒
会 

◇ 

青
少
年
指
導
者

朝
内
尚
光
（
佑
武
館
代
表
）

◇ 

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者

原
田
弘
志(

前
小
坂
地
区
推
進
協
議
会
会
長)

◆
「
家
庭
の
日
」
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

◇
作
文
の
部【
最
優
秀
賞
】髙
橋
敦
也（
国

見
小
３
年
）、
阿
部
仁
美
（
同
６
年
）【
優 

秀
賞
】
安
藤
慶
乃
（
国
見
小
３
年
）、
須

藤
麗
茄
（
同
６
年
）、
吉
田
巧
海
（
県
北

中
１
年
）【
優
良
賞
】
鈴
木
楊
永
（
国
見

小
４
年
）、
小
室
優
香
（
同
６
年
）

◇
絵
画
の
部【
最
優
秀
賞
】武
澤
実
夢（
国

見
小
１
年
）【
優
秀
賞
】
宍
戸 

結
（
国
見

小
１
年
）、
佐
藤
遥
哉
（
同
１
年
）、
清
水

万
優
子（
同
２
年
）、鈴
木
咲
千（
同
２
年
）、

齋
藤
優
衣
（
同
３
年
）、
仲
野
美
悠
（
同

３
年
）、佐
久
間
源
（
同
４
年
）、遠
藤
萌
々

子
（
同
６
年
）【
優
良
賞
】
中
野
心
裕
（
国

見
小
１
年
）、
八
島
遼
馬
（
同
３
年
）、
実

沢
真
都（
同
３
年
）、齋
藤
愛
恵（
同
５
年
）、

渡
邉
ゆ
き
（
同
６
年
）

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部
【
優
秀
賞
】
齋
藤
遥
菜

（
県
北
中
１
年
）

平成 25年 国見町成人式
◆期日　平成 25 年 1月 13 日（日）
◆場所　観月台文化センター　大研修室
◆日程
　・受付…12：30 ～
　・式典…13：30 ～ 14：00 頃
　・記念パーティー…14：40 ～ 15：30 頃
◆その他
　該当者には案内状を送付します。町外転
出者で出席を希望する方は生涯学習課へお
申し込みください。
◆問い合わせ　生涯学習課　☎ 585 - 2676

聞
か
せ
、
国
見
民
話
の
語
り
が

行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
文
化
団
体
の
皆
さ
ん
の

熱
意
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

県
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
佐

藤
家
住
宅
」
は
、
東
日
本
大
震

災
で
萱
葺
屋
根
の
隅
木
の
破

損
、
土
壁
に
亀
裂
と
落
下
、
建

具
の
倒
壊
な
ど
の
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
一
般
公
開

を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

８
月
か
ら
修
繕
工
事
を
行
い
、

10
月
末
に
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
11
月
３
日
か
ら
一
般
公
開

を
再
開
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
文
化
祭
の
一
環

と
し
て
、
11
月
３
日
に
内
谷
春

日
神
社
太
々
神
楽
保
存
会
に
よ

る
太
々
神
楽
の
公
演
、
翌
４
日

に
は
国
見
民
話
の
会
に
よ
る
民

話
の
語
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
民
家
の
囲
炉
裏
端
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
神
楽
の
舞
や
民
話

の
語
り
に
、
２
日
間
で
延
べ
約

２
０
０
名
の
来
場
者
が
あ
り
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

〜
「
旧
佐
藤
家
住
宅
」

一
般
公
開
を
再
開
〜

軽やかにダンスパーティー

　

◆
優
勝
…
藤
田
Ｂ
（
記
録
１
時
間
８

分
09
秒
）、
準
優
勝
…
あ
つ
か
し
山
防

塁
、
第
３
位
…
大
枝

◆
区
間
賞
…
①
佐
藤
広
章
（
藤
田
Ｂ
）、

②
桐
澤
楓
（
藤
田
Ｂ
）、
③
松
浦
慎
治

（
あ
つ
か
し
）、
④
佐
藤
里
穂
（
神
明
）、

⑤
佐
藤
泉
雄
（
藤
田
Ｂ
）、
⑥
酒
井
透

（
神
明
）、
⑦
松
浦
貴
昭
（
森
江
野
）、

⑧
松
浦
輝
（
あ
つ
か
し
）

◆
出
場
チ
ー
ム
…
小
坂
Ａ
・
同
Ｂ
、

藤
田
Ａ
・
同
Ｂ
、
森
江
野
、
神
明
、

た
ん
が
ら
、
あ
つ
か
し
山
防
塁
、
大

枝
、
観
月
台
メ
ン
ズ
・
同
レ
デ
ィ
ー
ス
、

国
見
町
役
場

　

ま
た
、
閉
会
式
に
先
立
ち
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
出
場
選
手
の
結

団
式
を
行
い
ま
し
た
。
佐
藤
町

長
か
ら
選
手
団
に
町
旗
と
新
調

し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
手
渡
さ

れ
、
１
区
を
走
る
石
川
凛
選
手

が
力
強
く
健
闘
を
誓
い
ま
し

た
。

作文を発表する児童

　

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

力作が並んだ総合展示会

囲炉裏端での民話の語り

クリスマスカード作りを楽しむ参加者




